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子どもたちの抱く「高齢者イメージ」

－社会的表象理論の視座からの分析一

JapaneseChildrenslmagesofAgedPｅｒｓｏｎｓ
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representationtheory、Aquestionnaire(whereintheparticipantscouldfreely

describetheirperceptionｓｏｆａｇｅｄｐｅｒｓｏｎｓａｎｄｔｈｅｎａｔｕｒｅｏｆｔｈeirrelationships

withtheirgrandparents)wasadministeredtol89studentsingrades5-6ofan

elementaryschool・Ｉｎｏｒｄｅｒｔｏｃｏｎｓｉｄｅｒｖａriousrepresentations，ｄａｔａｗａｓ
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ｍｅｔｈｏｄ，Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｒｅｖｅａｌｅｄｔｈａｔｔｈｅｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎｓｗｉｔｈｇｒａｎｄｐａｒｅｎｔｓｉｎｎｕｅｎｃe

children'sperceptionformationofagedperSons．

１．はじめに

わが国では，諸外国に比べて高い高齢者同居率を背景に，祖父母と孫の世代間交流が日常的になされ

てきた（吉田・冷水，1991)。しかし，核家族化の進展にともない家庭における世代間交流の機会が減少

している。こうした現状において，少子高齢社会の到来にともない，地域における高齢者と子どもの交

流が様々な分野で注目され始めている（金子，1995;増山，2003;厚生労働省，2003)。例えば，老人施

設と児童施設とを併せた複合施設における世代間交流の取り組みや小学校や児童館における高齢者との

交流プログラムの実施などがある（原，2005;北村，2003a;北村，2003b)。世代間交流には，子どもの

高齢者理解や社会化といった効果が期待されている（開戸，2003)。

高齢者との交流が子どもに及ぼす影響を実証的に検討した研究はそれほど多くはないが，その中でも

高齢者イメージに関する研究がなされてきた。青少年の高齢者イメージはアメリカで先駆的に研究さ

れ，１２～１３歳頃までに老いに対する否定的な態度が形成されることが報告された。日本では，この仮説

をもとに小学生や中学生を対象にした調査研究がなされてきた（中野，l991b)。

＊慶膳義塾大学大学院社会学研究科博士課程（社会心即学一生涯発達心理学）
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しかしながら，これまでの高齢者イメージ研究では，ＳＤ法による形容詞対（例えば，弱々しい-たく

ましい）による評価(肯定的/否定的)が用いられてきたため,子どもの高齢者イメージの分析は限られ，

高齢者イメージの生成と変化を説明する理論的根拠は示されてこなかった。

社会心理学領域では，認知心理学の理論や方法論を取り入れた社会認知的アプローチから，ステレオ

タイプ形成プロセスの,情報処理モデルが示されてきた（唐沢，1998)。しかし，これまでの高齢者イメー

ジ研究の知見を見る限り，祖父母との交流が子どもの高齢者イメージ形成に影響を及ぼしており，社会

的な文脈を無視して，社会的認知の情報処理モデルからのみ説明することは不十分であるように思われ

る。そこで，本研究では，子どもの高齢者イメージ形成を社会・認知レベルから捉える新たな理論的枠

組みとして社会的表象理論に注目する。

次項から、日本における高齢者イメージ研究とその問題点を概観し，高齢者イメージ研究の理論につ

いて検討する。

日本における高齢者イメージに関する研究とその問題点

高齢者イメージは，エイジズム（高齢者に対する差別）との関連から社会学を中心とした領域で検討

されてきた（長谷川，1997;船津、2003;久和，2005)。日本における高齢者イメージの研究は多く，そ

の対象も小学生，中学生，大学生、看護学生など様々である。小中学生を対象にした研究では，その結

果は様々であるが，幼少期からの祖父母との交流が高齢者イメージに影響を及ぼすことが指摘されてい

る（中野，l991a；中野，l991b;馬場・中野・冷水・中谷，1993;中野・冷水・中谷・馬場，1994)。

大学生を対象にした保坂・袖井(1988)の研究では，大学生は高齢者に対して否定的，消極的なイメージ

をもつことが示され、交流の内容が高齢者イメージに影響を与えることが明らかにされた。看護学生を

対象にした研究では，看護学教育を検討する目的で、老人看護実習前後の看護学生が抱く高齢者イメー

ジの変容が検討されてきた（西川・中野・丁野・吉田，1994;中村・服部・横島、2002;小川・深江・

三輪・今福2002)。結果は，総じてネガティブなイメージからポジティブなイメージへの変化を認め

ている。また，学生の日常生活での祖父母との関係性が，看護学生の高齢者イメージに影響を与えてい

ることが報告されている'’（梶谷・倉鋪，2000;小川他2002)◎

高齢者イメージの測定法に関し，これまでの高齢者イメージ研究では，ＳＤ法や老人観スケールがよ

く使用されてきた（中野，1991a;中谷，1991；保坂・袖井，1988;小川他，2002)。しかしこの方法

では，高齢者イメージの内容まで深く分析できないという限界がある。実際に，形容詞対による測定で

は，どのようなイメージがポジティブイメージで，どのようなイメージがネガティブイメージか暖昧で

あることが，問題点として指摘されている（小川・斉藤，2006)。例えば，「元気な一疲れた」という項目

は，精神的イメージに加えて，身近な高齢者の身体的イメージを想起している可能性もある。また，既

存の尺度では，社会の変化によるイメージの変化が捉えられないことも指摘されている（藤井，2003)。

他に，高齢者イメージに関する質的データをＫＪ法により分類する方法が用いられているが，この方法

も，客観性や再現可能性という問題が指摘されている（小川他，2006)。

高齢者イメージ形成の理論

これまで，社会心理学では、「社会的認知」と呼ばれる研究領域において，自己や他者，集団．社会的

出来事に関する情報処理過程に焦点が当てられ，認知心理学の理論や方法論を取り入れたモデルが検討
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されてきた。社会的認知では，「特定の集団に属する人々の特徴についての心理的表象」は，ステレオタ

イプと呼ばれ，その形成過程（ステレオタイプ化）の研究がなされてきた（唐沢，1998)。ステレオタイ

プ化は，認知による自動的な処理と関係し、情報処理の認知負荷を軽減する道具として捉えられる。

これに対し，認知的‘情報処理アプローチからステレオタイプ形成を説明することは不十分であり，ス

テレオタイプ形成の社会的な過程（時が経過する中でどのように意味が抽出され，構築されて発展して

きたか）を考慮すべきであるとの指摘もみられる2)(Craig,Vincent,Yzerbyt,＆Russell,2002)。確か

に，これまでの先行研究の知見では，祖父母との日常的な関係性や幼少時の交流経験が，高齢者イメー

ジの形成に大きな影響をもたらしていることが示されている。そのため，子どもの高齢者イメージ形成

を「社会的｣，「心理的」視点から説明する新たな理論が必要となる。

そこで，本研究では，子どもの高齢者イメージ形成を社会・認知レベルから体系的に捉える理論的枠

組みとしてフランスの社会心理学者Moscoviciにより提唱された社会的表象理論に注目する。社会的

表象とは，ある文化，社会階層，集団に共有された知識であり，環境の認識や個人・集団の行動，コミュ

ニケーションを方向づけるものとされている3)(Moliner,2005)。社会的表象理論に従えば，人は社会的

表象を通じて自身の認識を構成すると同時に，社会的表象の変化と再形成に貢献していることになる。

言い換えれば，この理論において，人は「社会的」・「心理的」に捉えられる'１(Burr,2002)。近年では，

社会的表象のダイナミックな変化を捉えるために，Abric(2003)が核理論(Lath6oriedunoyau)を提

唱している。この理論では，中心核(Noyaucentral)と周辺システム(Systemp6riph6rique)という社

会的表象の構成要素を想定している。中心核とは，表象の基本的要素となるもので，規範，価値観，期

待などと結びつく安定的で抽象的なイメージのことである(Figurel)。周辺システムとは，中心核を決

定づける補助的な要素で，個人間で異なる柔軟的で具体的なイメージのことである。Figurelが示すよ

うに，周辺システムが,社会変化に応じて表象の中心核となる可能性も指摘されている(Seca,2005)。こ

の理論により，社会的表象のダイナミックな動きを捉えることが可能となった（Moliner,2001)。そし

て，現在のヨーロッパの社会心理学では，表象の変化を捉えるために様々な研究法が生み出され，社会

問題の解決や予防に応用する試みがなされている5'(Abric,2003)。例えば，Vergesは，Abricの核理論

をもとに、連想語のプロトタイプ分析法を提案している。この分析法は，被調査者が連想した５つの語

を，その出現頻度と出現順位(1-5)の平均から，４つのカテゴリー（1．とても頻繁に連想され，最初の方

に挙げられる，２．とても頻繁に連想されるが、最後の方に挙げられる，３．あまり頻繁に連想されない

一.｡一ヶ合一●P－‐●～●申一ecへ

／｢･･一･･--．．１､､

－f劣禦－丁ｒ
、、(Systemeperipherique)／

色へ色･一口凸－．令一①.一.●一・■一

Figurel社会的表象の構造：Ｓｅｃａ(2005),ｐ７４より
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が､最初の方に挙げられる，４.あまり頻繁に連想されず,最後の方に挙げられる）に分類しカテゴリー

ｌに出現した連想語を表象の中心核，カテゴリー４を表象の周辺的要素，カテゴリー２，３を新たに表象

の中心核に変化しうる要素と想定するものである6)。

2．目的

本研究では，子どもが抱く高齢者イメージを「高齢者表象」として捉え、社会的表象理論に基づき，

祖父母との日常的な交流が子どもの高齢者表象の形成に関係すると仮定した。そして，Abric(2003)が

提唱する核理論(Latheoriedunoyau)をもとに，日本の児童が抱く「高齢者表象」の構造（中心核と周

辺システム）を明らかにすることを目的とした。なお，本研究では，祖父母との日常的な交流を捉える

ために．祖父母との居住形態（同居、近居，遠居）に焦点をあてた。

3．方法

本研究では，質的研究の問題点（分析の再現性や扱うデータ数の限界）を克服するために，テキスト

マイニングの手法を用いる7)◎テキストマイニングとは、テキストデータ（言葉や文章）から有用な情

報・知識の発掘する手法である。テキストマイニングに特徴的な分析技術には，自然言語処理H)，マイニ

ング処理91,視覚化１０)が含まれる（那須川，2006)。本研究では、テキスト型データ解析ソフト「Word‐

Miner」（日本電子計算株式会社）を用い，自由記述から高齢者イメージを抽出しそのデータをもとに

分析を行う。

調査対象者本調査の回答者は，埼玉県内の１つの公立小学校の児童５～６年生計１８９名であった。高

齢者（祖父母）との場所の近接さの内訳は，同居５８名，近居６２名，遠居６６名，その他３名である。

全回答者１８９名のうち，調査項目への回答に著しい欠損がある回答者１１名を除外した１７８名が有効回

答者となった（同居５６名，近居５８名，遠居６１名)。

調査時期２００６年９月下旬

調査方法本来なら，自由連想法によるデータ収集が望ましいが，本研究では質問紙調査形式で実施し

た。小学校５，６年生の教室内にて各クラス担任の指導のもとに，集合調査形式で実施された。回答依頼

時には，この小学校の教頭先生から．文書と口頭で説明合意を得ている。謝礼の支払いはなかった。回

答はいずれも無記名で行われた。

調査内容本調査の質問紙は，社会的表象理論をもとにMolinerらが開発した質問紙をもとに作成した

(Moliner,Rateau,＆Cohen-sali,2002)。本質間紙における教示文とその回答は非常に簡潔であるため

に，テキストマイニングの手法にも適していると考えた。

l）フェイスシート

性別，学年，祖父母との居住環境（同居，近居，遠居）を回答させた

2）高齢者イメージ

子どもが抱く高齢者の表象を知るための質問である。「《お年寄り》と聞いて思いうかべる言葉を５つ

まであげてください｡」と質問し，順に言葉を記入させた。

調査手続き：児童の自由記述から「高齢者イメージ」を明らかにするために，「お年寄りとは」に対する

｢1由記述の質的データ解析を「WordMiner」を使用し，テキストマイニング手法により実施した。自由

記述から得られたテキスト型データを分かち書きし，構成要素を抽出するために，記号，助詞，句読点
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を除いた。さらに，解析対象の構成要素を整理するために，同義語や類義語を１つの言葉に置換する作

業を行った｡例えば，猫背，腰が悪いなどは「腰が曲がっている」に，お年玉、お金などは「おこづか

い」に間換した。

4．結 果

テキストマイニングによる「高齢者イメージ」自由記述の解析

本研究では，祖父母との居住形態（同居・近居・遠居）を質的変数，児童が抱いた高齢者イメージを

構成要素変数としてその関係を分析した。分かち当きのあと抽出された構成要素は1124,句読点，助

詞，特殊記号を除いた後の要素は８０５，さらに同一語の置換を行った。例えば，閉値２以上の構成要素

は６１８であった。最も出現頻度の高かったものは，「やさしい」であり，７４回出現した。「高齢者イメー

ジ」の構成要素と質的変数のクロス表（闘値２以上）をＴａｂｌｅｌに示す。

｢高齢者イメージ」と「居住環境」との関係

以上で得られた構成要素の中から，頻度２以上の構成要素(闘値＝２以上）を対象に，高齢者との居住

環境（同居・近居・遠居）との対応分析を行った。対応分析の際に抽出された成分の累積寄与率は

66.13％であった''>・対応分析の布置図はFigure2に示す。その結果，同居の近くに布置する高齢者イ

メージ群，近居の近くに布置する高齢者イメージ群，遠居の近くに布置する高齢者イメージ群，原点近

くに布置する高齢者イメージ群の４群がそれぞれ視覚的に見いだされた。そのため，対応分析で得た成

分スコアをもとにクラスター分析を行い，４つのクラスターに分類した(Table２)。クラスタ－１には

357,クラスタ－２には５４，クラスタ－３には７５，クラスタ－４には７２の高齢者イメージが含まれて

いた，ｘ2検定を行ったところ，有意な頻度の比率の偏りが示された(x2＝458.61,〃＝3,ｐ＜､01)。

クラスタ－１には，６０歳,一人暮らし，おじいさん，おばあさん，やさしい，腰が曲がっているといっ

た高齢者の全体的なイメージ（人物，行動,性格など）を表す構成要素が示されたため，「高齢者全体像」

と名づけた。クラスタ－２は，お茶，メガネ、散歩といった高齢者に関連する物を表す要素で捉えられ

ているため，「高齢者の身の同り品」とした。クラスタ－３は，おしゃべり，おもしろい，耳が遠い，早

寝早起き，元気，足が不自由などの高齢者の行動・性格特性を示す要素で構成されているため「高齢者

の行動・‘性格的側面」と命名した。クラスタ－４は，戦争，年金，病気，老人ホームといった高齢者の

社会的な側面を捉えている要素が示されているため「高齢者の社会的側面」とした。

構成変数（高齢者イメージクラスター）と質的変数（居化環境）のクロス集計表をもとにした等頻度

検定を行った(Figure3)。その結果，遠居群は，「高齢者の身の回り品」（クラスタ－２）を，他の群より

も多く想起していた(p＜､01)。近居群は，「高齢者の行動・性格特性」（クラスタ－３）を，他の群よりも

多く想起していた(p＜０１)。同居に関しては「高齢者の社会的側面」（クラスタ－４）を，他の群より多

く想起していたゆく.01)。Figure3が示すように，「高齢者の全体像」（クラスタ－１）は，すべての居住

環境で多く想起されていた。

｢高齢者全体イメージ」の構造

Figure3が示すように，「高齢者全体像」（クラスタ－１）は，あらゆる児童が多く想起する傾向が見

受けられた。そのため，「高齢者全体像」（クラスタ－１）で示されている高齢者イメージが中心核となる

のではないかと予想し，その構造を明らかにする目的で，ウォード法，平方ユークリッド距離によるク

ラスター分析を実施した。結果のデンドログラムをFigure4に示す。ユークリッド距離は１５で切断し
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クラスタ－１「高齢者全体像」内のデンドログラム

5．考察

本研究では，祖父母との日常的な交流と子どもの「高齢者イメージ」との関係を明らかにすることを

目的とした。テキストマイニングによる自由記述データ解析から，児童の高齢者イメージは，肯定的・

否定的といった２項対立的なものではなく，祖父母:との相互交流による表象として示された。また，児

たところ，４つのグループに分類された。グループ°１は，おじいさん，おばあさんという特定の人物のイ

メージが示された。グループ２は,保険,一人暮らし，６０歳といった高齢者の社会的な側面が示された。

また，目が悪い，腰が曲がっているといった高齢者の身･体的衰えと，笑っている，物知り，料理が上手，

おこづかいといった高齢者から受ける援助的側面から構成された。このことから，高齢者を，「保護され

る存在」であると同時に「援助をしてくれる存在」として位置づけていると考えられる。グループ３で

は，入れ歯，白髪，しわ，つえといった高齢者の外観が示されていた。グループ４では，やさしいとい

う高齢者の性格特性が位置づけられていた。



子どもたちの抱く「高齢者イメージ」５１

童に共通して多く想起された高齢者イメージと，祖父母との居住環境に応じて想起された高齢者イメー

ジという２つの構成要素が見出された。

社会的表象理論のパースペクティブから見ると，児童が共通して多く想起した表象は，子どもたちが

抱く高齢者表象の「中心核｣，祖父母との居住形態に応じて見られた表象は，高齢者表象の「周辺システ

ム」としてそれぞれ解釈できる。高齢背の社会的表象の「111心核」には，「高齢者全体像」が見出され，

｢人物」「性格特性」「身体的特徴」「高齢者外観」「社会的側面」といった複雑な構成要素から成っている

ことが明らかとなった。また，興味深いことに，高齢者を「保護される存在」とする一方で「援助して

くれる存在」という肯定的な表象が示された。これは，幼い子どもほど、祖父母との相互交流がなされ

るため，肯定的な高齢者イメージをもちやすいとする先行研究の知見と関係していると推測できる。

祖父母との居住環境に応じて見出された高齢者表象の「周辺システム」は以下のとおりであった。高

齢者と同居している児童は「年金｣，「戦争｣，「老人ホーム」といった「高齢者の社会的側面」を多く想

起する傾向が見られた。これは，日常的な祖父母との交流から，様々な高齢者に関する社会的な情報に

よく接しているためと考えられる。近居している児童は，「足が不自由｣，「耳が遠い｣，「元気｣，「早寝早

起き｣，「おもしろい」といった「高齢者の1性格・行動特'性」を想起する傾向にあった。祖父母と近居し

ている児童は，たまに会う祖父母から高齢者表象を形成しているため，高齢者の特有の行動を多く想起

しやすいと考えられる。遠居している児童は，「メガネ｣，「単イス｣，「お茶」といった「高齢者の身の回

り品」を多く想起する傾向にあった。祖父母と遠居している子どもは，日常的に祖父母に接する機会が

それほど多くないため，現実的な高齢者イメージに乏しく，近所の高齢者，メディアなどからの‘情報を

もとに「高齢者表象」を形成しているため，高齢者に関わる物を想起したのではないかと考えられる。

以上の結果から．日本の児童の高齢者イメージは，高齢者の全体的な表象と祖父母との居住環境に応

じて個々に認識された表象から構成されていることが明らかとなった。これは，日本に特有の居住形態

(三世代同居）や他者との関係性（ウチとソトの関係）といった文化的な影響を示唆しているとも考えら

れる。

ただし，本研究では祖父母以外の高齢者や親が子どもに与える影響を捉えることはできなかった。今

後，祖父母との交流があまりない児童を対象にして、祖父母以外の高齢者との交流や親と祖父との関係

が子どもの高齢者表象に、どのような影響を与えるのか検討する必要がある。また，子どもが成長し，

祖父母との相互交流が疎遠になるにつれて，どのような表象の変化が生じるのか縦断的に検討すること

が求められる。

本研究では，祖父母と遠居している児童が，特に高齢者に対するステレオタイプを抱いているという

ことは示されなかった。また，過度にネガティブ・ポジティブな構成要素も抽出されなかった。これは，

子どもの抱く高齢者イメージは，社会的認知の‘情報処理モデルのみから説明することは不十分であるこ

とを示唆するものである。つまり，子どもの高齢者イメージ形成には、祖父母との社会的相互作用が大

きく影響しているため，社会的な文脈を考慮しなければならない。

少子高齢化が進む現代社会において、私達が日常的に高齢者と接触する機会はますます多くなってい

る。こうした状況の中で，今後どのような交流が高齢者・子どもの両世代にとって有用であるのか，実

用面でのさらなる検討が必要であると考えている'2)。
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6． 課題

まず第１の課題として，テキストマイニングの手法により得られた言葉が，必ずしも適切な意味を抽

出できたか明確ではないことがある。というのも，一つの言葉は文脈に応じて様々な意味をもつからで

ある。例えば．「元気なおじいちゃん」という言葉は、「身体的に健康な祖父」とも「精神的に元気な高

齢者」とも解釈できる。そのため，研究者自身がテキストマイニングにより，テキスト本来が持つ意味

を落としてしまう可能性を意識しなければならない。本研究に関しては、今後，児童を対象にインタ

ビューを実施し，収集した質的データとテキストマイニングデータを,比較検討することを考えている。

第２の課題として，「高齢者表象」のダイナミックな変容を検討するができなかったことがあげられ

る。「社会的表象理論」では，社会変化に応じた認知構造の変化のプロセスを捉えることが理論の核と

なっている。例えば，日常的に高齢者との接触の少ない子どもが，老人ホームなどで高齢者と交流する

ことで高齢者表象を変化させるとともに，高齢者に対する態度・行動を変容させることも考えられる。

また，祖父母の介護や死別といったイベントが，子どもの高齢者表象を変化させることも考えられる。

高齢者との交流場面を設定した実験を行うことで．高齢者に対する社会的表象と高齢者に対する態度・

行動の変化を捉える必要があろう。

第３の課題として，視覚的には高齢者表象が確認されたが．統計的に高齢者表象の差異があまり認め

られなかったことである。サンプル数の不足や自由連想法ではなく質問紙調査法を行ったことが原因と

して考えられる。また祖父母との居住環境以外の要因が高齢者表象の形成に大きく作用していること

も考えられる。今後，大規模なサンプルから，「高齢者」の自由連想および個人属性を組み入れた質問紙

構成による再検討が求められる。

注

l）小川他(2002)の研究では，看護学生と祖父母の家族構成から，同居群と別居群に分け，入学時の高齢音イメージ

と老人看護実習後の高齢者イメージの変化を検討している。その結果，人学時の段階で，祖父母と|,1居群では

「依存的」なイメージが強く，別居群では「自立的」なイメージが強く見られた。さらに，別居群の看護学生の高

齢者イメージが抽象的なものから，実習後にはより具体的なイメージに変化することが示された。

2）Burr(2005)は，社会的認知領域における個人主義的，内的-心理的アプローチに対し，社会的文脈を無視して人

の行動を説明することは不可能であると主張している。

3）表象の形成されるメカニズムには，物象化(objectivation)と係留(ancrage)と呼ばれるプロセスが提案されて

いる(Seca,2005)。物象化とは，馴染みのない新しい考え方や概念が社会的に共有される表象に変容する過程を

指す。係留とは，新しい対象が個人の思考システムの中に類型化され命名される過程を指す。例えば，「エイズ」

という新奇な事象が現れた際，人々は生物学研究によりエイズが解明される以前に，自身の知見や経験から「エ

イズ」を様々 に解釈していたことが報告されている(Jodelet,1989)。

4）社会的表象論の研究者たちは，社会的表象を捉えるために面接法や自由連想法を研究法として使用してきた:例

えば，Jodelet(1989)は，精神病患者が住むようになったあるフランスの村の住民が患者たちの抱く表象の変化

を会話分析により分析し，精神病患者に対する表象の変化を明らかにしている。また，自由連想法を用いた研究

では，被調査者に呈示したある言葉や短いフレーズに関して連想される３，４の言葉を求め，それを内容分析や統

計処理による分析がなされている(Molinereta1.,2002)。

5）社会的表象論の研究者たちは，社会的表象を捉えるために面接法や自由連想法を研究法として使用してきた。例

えば，Jodelet(1989)は，精神病患者が住むようになったあるフランスの村の住民が患者たちの抱く表象の変化

を会話分析により分析し，精神病患者に対する表象の変化を明らかにしている。また，自由連想法を用いた研究

では，被調査者に呈示したある言葉や短いフレーズに関して連想される３，４の言葉を求め，それを内容分析や統
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計処哩による分析かなされている(Molinerela1.,20021。

６）Ｖｅｌ･ｇ６ｓは，「お金」の表象を洲資するために，屯活で「お金を思いＩＩｌさせる言唯や表現は何ですか？」と凹間し，

３から５つの回容を求めた。全部で８７７の連想語を収集し分析した結果「仕謂」や「生活の質」といった概念が

中心核に布置されていることを見出し，さらに仕事－給料，生活様式といった９つのカテゴリーに分類している

（Ｍｏｌｉｎｅｒｅｔａ1.,2002)。

７）テキストマイニングは，価値観の多様化や時代の変化にともなう櫛成概念の変化を捉えることで計量化|,'i報の不

十分さを克服することが可能となることから，ビジネスやマーケティング領域で，顧客ニーズの把握などに援用

されてきた（三室・鈴村・神田，2007)。近ffでは心理学や社会福祉学のような社会科学領域において，人の行

動や心の意識を量的・質的に捉える方法としてⅢいられている。例えば，小川・斉藤(2005,2006)は，中学生に

対する「心の教育」に関する授業の効果を質的データから捉える|]的でテキストマイニングによる自由記述デー

タの分析を実施している。藤井(2003)は，若汽のﾀ生観に関し，大学生の「ﾀ」に対するイメージを構成する概

念を抽出することを目的としたテキストマイニング法の手法よる分析を行っている。このように社会科学領域に

おいてテキストマイニング法の手法が注目され始めた背景として，質的データを分析する上で問題点となる研究

者の主観性を抑えられる利点が挙げられる（小川・斎藤，2006)。さらに，ＳＤ法などの既存尺度では見出すこと

が難しい現代社会をI又映したイメージを取り出せることがある（藤井，2003)．

８）｜竺|然言語処理とは，「｢|然言語」（通常私たちが剛いている言語）をコンピュータで処理できるようにする作業で

あり，その基本的な技術として形態素解析がある。形態素解析とは，一連の文字列を文法的に意味のある単位の

構成要素に分解し，各要素を分析の対象とする作業である（小杉，2005)。例えば，「夫はパンを食べた」という

文字列は，「夫」（名詞）「は」（助詞）「パン」（名詞）「を」（助詞）「食べ」（動詞語幹）「た」（助動詞）「｡」（句点）

とそれぞれに分けられる。

９）マイニング処理とは，同然言語処理により抽出された構成要素間の「共変動」を数値化する多変量解析のプロセ

スである。質的変数を扱った多変堕解析としては数量化Ⅲ類（対応分析）があり，質的変数から次元を（説明方

法）を見出すことで質的データの内部構造を明らかにする。数瞳化Ⅲ類では，クロス集計表から得られる情報の

総量であるｘ２値を分解することでデータを説|Ulするルールを'111出することになる。

lＯ）視覚化とは，言語表現だけでは理解できない分析結果を布置Ⅸ|やデンドロムといった図によりH月らかにすること

を指す。

11）寄与率とは，各成文が元のクロス表の情報をどれほど説明しているのかを示し，高いほどその成分が有効な情報

をもっていることを示している（藤井，2005)。累積寄与率は，７０～80％に達することが望ましいとする見解も

ある一方で，多様なイメージを捉えるためにはなるべく低い閥航を採用したほうがよいとの指摘も見られる（小

杉，2005;藤井，2005）

１２）社会心理学研究の社会的実践は，社会構成主義者らにより議論されているテーマでもある（Gargen,Ｋ・’2004;吉

森，2002)。
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